






















第 2 章　地域交流の場としての学校通信 ─『圡生が丘』に表れた保護者・家庭の声─





































































































































































































































































































































































































































































平成30（2018）年 9 月 6 日、豊岡高等学校を訪ね、校長と瀧本にヒアリングをした。その
時の記録をもとに瀧本が『図書館だより』を始めた経緯を紹介しておく。瀧本は豊岡南高等
学校に在職していたときに『図書館だより』を創刊した。『図書館だより』の名称は、創刊


















































瀧本は記している（第186号 2014 , 8 , 18）。また、「「こだわり」を持った生き方」というタイトルで、野球
のイチロー選手のことが紹介され、「私達も「こだわり」を持って生きた方が、いい加減でだらしない生
活を送ることなく張りのある生き方が出来、これが生きる力になっていると私は思う」と述べられている
（第200号 2015 , 10 , 28）。『青少年健全育成豊岡会議会報』（第30、31、32号、平成11年 3 月15日、平成12年




























































































3 月15日、平成12年 3 月31日、平成13年 3 月31日）
豊岡高等学校『図書館だより　こゝろのみち』創刊号‒第230号
豊田ひさき『東井義雄の授業づくり─生活綴方的教育方法と ESD』風媒社、2016年
豊田ひさき『東井義雄 子どものつまずきは教師のつまずき─主体的・対話的で深い学びの授業づく
り』風媒社、2018年
広井良典『コミュニティを問い直す─つながり・都市・日本社会の未来』筑摩書房、2009年
細谷俊夫他編『新教育学大辞典第 1 巻』第一法規出版株式会社、1990年
前田勉『江戸の読書会　会読の思想史』平凡社、2012年
松行康夫「公と私を媒介する新しい地域公共圏の可能性」『計画行政』2012年第35巻第 3 号
山梨あや『近代日本における読書と社会教育』法政大学出版局、2011年
八鹿町教育委員会・東井義雄先生を偲ぶ会『心を育てる教育　東井義雄先生』八鹿町教育委員会、
1998年
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